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将来見通し

本プレゼンテーションには、中外製薬の事業及び展

望に関する将来見通しが含まれていますが、いずれ

も、既存の情報や様々な動向についての中外製薬に

よる現時点での分析を反映しています｡

実際の業績は、事業に及ぼすリスクや不確定な事柄

により現在の見通しと異なることもあります｡

注：本資料の数値は億円未満を四捨五入して表示

％は億円単位で表示された数字で計算
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損益の概要（前年比）

期中平均レート

（前年）

119.36円／US$、237.10円／￡、97.96円／CHF、160.37円／€

（当年）

105.85円／US$、206.00円／￡、100.08円／CHF、160.93円／€

【億円】
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＜前年比＞

●売上高 ▲208億円 （▲8.3％）

P.4～ P.5参照

●営業利益 ▲92億円 （ ▲18.8％）

P.6参照

●経常利益 ▲83億円 （ ▲16.3％）

●四半期純利益 ▲1億円 （ ▲0.3％）
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＜売上高の内訳＞

前年からの増減内訳（売上高）
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上位５品目の売上高（前年比）

【億円】
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前年からの増減内訳（営業利益）

490

営業費
の増加

▲43

研究開発費

の減少

+25

2007/9 2008/9

92億円（18.8％）の減益

▲28

特許権等
収入の減少

【億円】

398

▲187
+141

特殊要因

● 営業利益 ▲92億円

特許権等収入の減少 ▲28億円

特殊要因による減少 ▲187億円

タミフルの減少

エポジンの減少

サノフィ・アベンティス品販売提携終了

その他製商品売上総利益の増加

＋141億円

営業費の増加 ▲43億円

新製品（ｱｸﾃﾑﾗ、ﾀﾙｾﾊﾞ等）の市場浸透

市販後調査費用の増加

研究開発費の減少 ＋25億円

ｱｸﾃﾑﾗ開発費用の減少

共同開発品目の増加

その他
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業績予想との対比
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研究開発の状況

中外製薬株式会社

執行役員

臨床開発本部長

田中 裕

2008.10.21
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「GC33」は、肝がんを適応症として臨床第Ⅰ相試験を開始しました。

「R7159(GA101)」は、非ホジキンリンパ腫を予定適応症として 臨床第

Ⅰ相試験を開始しました。

「NA808」は、C型慢性肝炎を予定適応症として日本で臨床第Ⅰ相試験

を開始しました。

関節リウマチを適応症として欧米で申請中の「MRA」（製品名：「アク

テムラ」)につき、米国FDAよりComplete Response Letterを受領しまし

た。

抗HER2 ヒト化モノクローナル抗体「R597」（製品名:「ハーセプチ

ン」）は、原薬製法変更（ブタ由来原料）について承認を取得しました。

2008年７月～10月主要R&Dトピックス



お問い合わせ先：広報IR部

報道関係者の皆様：広報グループ

Tel : 03-3273-0881
e-mail : pr@chugai-pharm.co.jp
担当：山田、島田、荒木

投資家の皆様：IRグループ

Tel : 03-3273-0554
e-mail : ir@chugai-pharm.co.jp
担当：内田、前田、清水、時田


